
広野町立広野小学校

本校では、月１回の服務倫理委員会を飲酒運転、セクハ

ラ・パワハラ、体罰、公金不適正処理、個人情報流出の５

つの根絶推進委員を中心に、ローテーションで運営してお

り、各委員が進める新聞等を活用した事例研究会やチェックリストでの振り返り等を通し

て、教職員間で根絶策についての共通理解を図り、不祥事防止に取組んでいます。

セクハラ・パワハラ根絶推進委員が行

った「教員が携帯電話の無料通信アプリ

『LINE』を介し、児童に対しセクハラに

あたる不適切な内容を含むメッセージを

複数回送信した」という事例研究では、

教職員の中から、「LINE」自体の持つ危

うさを、教師、児童、保護者が十分に理

解していないことが課題として挙げられ

ました。そこで福島県教育センターから

外部講師を招聘し、教師、児童、保護者

を対象とした情報モラル教室を開催しま

した。

講義により、インターネットの怖さ（広がる・消えない・足跡が残

る・あなたが分かる）やネット・ゲーム依存によるゲーム脳化（キレ

やすい子）、「LINE」の怖さ（文字言葉は30％しか伝わらず誤解が生じ

やすい）について認識することができました。また、ネット依存度に

ついても「ネット依存度テスト」（左図参照）

をもとに客観的尺度で判断することができ、

児童の自覚にも役立ちました。さらに、保

護者の感想からは、家庭でのルール作りの

必要性や当日参加できなかった保護者への

啓発の要望等、危機意識の高まりが感じら

れました。また、これをきっかけに、中学

校と協議会を開催し、毎月第１・第３月曜

日を「ノーメディアデー」にすることを決

定し、保護者の理解と協力のもと、この１

０月から取り組んでいるところです。

この取組は、不祥事根絶に向け、校長よ

り任命された不祥事根絶推進委員を中心に、

教職員全員の当事者意識と同僚性を醸成し

ながら推進してきた服務倫理委員会による

活動の一例です。今後も教職員の自発的な

取組みから派生する疑問点や課題について

は、外部講師等を招き研修を深めたり、家

庭・地域と一体となった活動を展開したり

することも取り入れながら、学校・家庭・

地域の共通理解のもと、教職員としての自

覚や使命感を高め、不祥事根絶の取組を推
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